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研究成果の概要（和文）：書籍・摺物の制作に関わる下職である彫工・摺師・製本師と、関連業者である経師
屋・摺物所・団扇問屋に関わる記事を、書籍そのものや諸史料から収集した。そのデータを整理し、「諸職名
寄」と題したPDFファイルにまとめた。これに架蔵資料の画像を加えてCDを制作、コピーフリーとして、研究者
に広く配布した。
研究情報の共有を図るために、書籍文化史研究文献の情報を収集し、分類を施して整理した。この文献目録に、
研究者から寄せられた論文を加え、雑誌『書籍文化史』を第15集から第19集まで研究期間内に5冊編輯・発行
し、研究機関と研究者に配布した。

研究成果の概要（英文）：   First,I collected articles about the carvers,the printers,the bookmakers 
(the lower professionals involved in the production of books),and the printing shops,the paper fan 
wholesalers (traders related to these lower professionals)from books themselves and historical 
materials. I organized the data of these articles and compiled them into a PDF file entitled “
Shoshoku-Nayose”. Then,I wrote the PDF file and image files of historical materials that I 
collected on CDs,and distributed them to other researchers so they could use freely.
    In order to share the research information among the researchers, I collected a lot of 
information of research papers about book cultural history. Then,I classified it and created a 
bibliography. I added contributed papers from other researchers to this bibliography. Finally,I 
compiled and published five volumes of  “Books Cultural History”(from Issue 15 to 19)and 
distributed to research institutes and researchers.

研究分野： 日本近世文学、書籍文化史
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１． 研究開始当初の背景 
書籍の文化についての歴史的研究は、近年

日本においても盛んに行われるようになっ
てきていた。国文学・日本史学・日本思想史
学・教育史学等々さまざまな学問領域におい
て、書籍を史料とした研究方法の有効性が認
識され、研究の質もそれぞれに向上してきて
いた。また、同様のアプローチを試みる海外
の研究者も多数に及ぶようになり、東アジア
を中心に、比較研究も盛んに行われるように
なってきた。 
したがって、書籍の文化に注目する方法は、

諸領域を横断、融合しての大きな成果を期待
できるばかりではなく、国際連携についても
有効なものと考えることができた。諸領域の
研究者が集まって研究活動を展開し、大きな
成果を生んでいる事業もあって、その有効性、
また今後の可能性は明らかであった。 
以上のように、日本近世から近代初頭にい

たる書籍文化の歴史的研究の基盤をより強
固にし、諸領域における、また諸領域を連携
する研究の活性化を図る好機であると判断
された。 
 
２．研究の目的 
(1)本研究は、日本の書籍文化の歴史を研究す
るための基盤を整備するために、基礎的デー
タを集積・整備して研究上必須のツールとし
て公開、研究者共有のものとすることを第一
の目的とした。具体的には、まず書籍・摺物
の制作に関わる下職である彫工・摺師・製本
師、また関連する業者である経師屋・摺物
所・団扇問屋等についての諸情報を集積し、
整理した名鑑を作成し公開すること、次に、
書籍流通の直接的証跡である仕入印（書籍業
舎が、取り扱った書籍に押捺した自店の印
鑑）の印譜を研究期間内に完成し公開するこ
とにあった。 
(2)また、研究者間の情報疎通を促進し当該研
究の深化に寄与するために、文献情報や資料
紹介を柱とした雑誌『書籍文化史』を年１回
のペースで発行、配布することを第二の目的
とした。 
 
３．研究の方法 
(1)研究用ツール制作 
 ①書籍・摺物制作に関わる研究用ツールと
して、彫工・摺師・製本師等下職、経師屋・
摺物所・団扇問屋等関連業者の名鑑を制作す
べく、既存の成果である「刻師名寄」「原色
浮世絵大百科事典」等からデータを抽出し、
整理するとともに、これら下職についての情
報を有する書籍・諸史料を別途収集し、その
情報を、典拠を逐一示し、各下職の業績が一
覧できるようにしながら、データに加えてい
った。そして、それを地域別に整理すること
によって、各地域における書籍文化成立要件
の整備状況を概観できるようにすることを
目指した。 
 ②書籍流通に関わるツールとして、仕入印

の押捺のある書籍を収集し、印影とともに押
捺されている書籍のデータを集積し、典拠を
明示した印譜の制作を目指した。 
(2)研究情報の共有について 
 ①書籍文化史研究に関わる新出文献を網
羅的に収集し、分類を施して整理した。 
 ②上記文献目録に、研究者からの寄稿原稿
を加え、年 1 回のペースで雑誌『書籍文化史』
を発行し、公的機関と研究者に配布すること
にした。 
 
４．研究成果 
(1)研究用ツール制作 
 ①書籍制作に関わる下職のデータについ
ては、明治後期までを視野に入れて、書籍そ
のものや諸史料から記事を広く集め、それら
を地域別に整理した上で五十音順に配列し、
「諸職名寄」と題してまとめた。また検索を
容易にする為に索引も作成した。A4版 600 頁
を越える分量となったため、冊子での配布よ
り電子データでの配布のほうが利用勝手も
よいと考え、PDF ファイルとして出力、それ
に架蔵資料の画像を加えて CD を制作、広く
研究者に配布した。なお、このデータはコピ
ーフリーとした。また、このツール制作作業
を通じ、職人の地域的偏在状況や時代の推移
にともなう動向など、大きな知見を得ること
が出来た。いくつかの職人個別に関する研究
とともに、得られた資料と知見に基づく研究
論文を準備することができた。 
 ②仕入印のデータについては、かなり大き
なデータ量となったこともあり、研究期間内
に整理を終えることができなかったが、数年
内に公開することが可能な状況となってい
る。 
(2)研究情報の共有 
 ①書籍文化史に関連する研究文献の情報
を収集し、分類を施し、整理した。 
 ②収集・整理した上記文献目録に、研究者
から寄せられた論文を加え、雑誌『書籍文化
史』を編んだ。第 15 集から第 19 集まで、研
究期間内に 5冊発行し、広く研究機関と研究
者に配布した。 
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